
いちごドリルプリント

慣用句(上級)プリント 月 日 名前

問1 「屋台骨が傾く」の意味はどれですか？
1. 計画の根幹が間違っており、失敗す
る可能性が高い

2. 経済的な基盤が不安定で、収入が減
り続ける

3. 組織や生活の基盤が揺らぎ、存続が
危うくなる

4. 家の構造が弱くなり、倒壊の危険が
ある

問2 「手中に収める」を正しく使っている文はどれですか？
1. 宝物を手中に収めて、誰にも見られ
ないように隠した。

2. 彼はペンを手中に収めて、書類にサ
インを書き込んだ。

3. 重い荷物を手中に収めて、彼は慎重
に歩き出した。

4. 彼は長年の努力の末、ついに念願の
タイトルを手中に収めた。

問3 「水を打ったよう」の意味はどれですか？

1. 大勢の人が急に静まり返る様子 2. たくさんの人が一斉に騒ぎ出す様子 3. 雨が降って地面が濡れている様子 4. 冷たい水で顔を洗ってさっぱりする
様子

問4 「鼻息が荒い」を正しく使っている文はどれですか？

1. 走った直後で鼻息が荒い状態だ。
2. 風邪をひいて鼻息が荒いので病院へ
行く。

3. 鼻息が荒いほど大きな声で笑い出し
た。

4. 次の試合に向け、選手たちは鼻息が
荒い。

問5 足が痛む祖母に（　）を貸して、駅まで歩いた。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 腰 2. 肩 3. 手 4. 腕

問6 「釘付けになる」を正しく使っている文はどれですか？
1. 板を釘付けにして、丈夫な棚を作っ
た。

2. 壁にポスターを釘付けにして飾っ
た。

3. 釘付けの作業が終わるまで、動くこ
とができない。

4. 映画の迫力ある映像に、すっかり釘
付けになった。

問7 彼は骨董品を選ぶ（　）がある。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 鼻 2. 目 3. 口 4. 耳

問8 「痛しかゆし」の意味はどれですか？

1. 体調が悪く、痛みとかゆみがある 2. 相手に対して強い怒りを感じる 3. どちらとも決めかねて困る状態であ
る

4. 非常に気分が良く、心地よい状態

問9 「筆が立つ」を正しく使っている文はどれですか？
1. 彼は非常に筆が立つので、素晴らし
い随筆を書いた。

2. 筆が立つほど、彼は文章を書くのが
苦手だ。

3. 習字の授業で、先生に筆が立つと褒
められた。

4. 筆が立つので、机の上に立てて収納
しておいた。

問10 公共の場でのマナー違反に、周囲は（　）をひそめた。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 口 2. 鼻 3. 目 4. 眉

問11 来月の予算について（　）算用を立てる。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 顔 2. 頭 3. 胸 4. 腹

問12 テレビのスポーツ中継に（　）付けになった。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 針 2. 鎖 3. 鋲 4. 釘

問13 賞品を見て（　）の色を変える。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 鼻 2. 目 3. 耳 4. 頬

問14 「骨身に染みる」の意味はどれですか？

1. 非常に苦しい状況で、耐え忍ぶこと 2. 経験や教訓などが深く心に刻まれる
3. 他人の親切や愛情をありがたく感じ
る

4. 寒さや疲労が体全体に強く感じられ
る

問15 「身の毛がよだつ」を正しく使っている文はどれですか？
1. 暗い夜道で背後に気配を感じ、身の
毛がよだつ思いがした。

2. 美容室で髪を切りすぎて、身の毛が
よだつ仕上がりになった。

3. 冬の寒さで震えてしまい、身の毛が
よだつほどだった。

4. 驚きのあまり、身の毛がよだつほど
大きな声を出した。

問16 「胸を焦がす」の意味はどれですか？
1. 将来の夢に向かって情熱を燃やし続
けること

2. 激しい怒りで心が燃え上がるように
苦しむこと

3. 深い悲しみに打ちひしがれて心が痛
むこと

4. あることを強く思い、じれったく思
ったり切なく思ったりすること

問17 「後手に回る」を正しく使っている文はどれですか？
1. 後手に回るようにして、両手を背中
の後ろでしっかりと組んだ。

2. 対策が後手に回ったせいで、被害を
最小限に抑えられなかった。

3. 犯人を捕まえるために、警察は犯人
の後手に回って追跡した。

4. 彼は後手に回るのが得意で、いつも
最後から順番に作業する。



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説

問1 答え 3
組織や生活の基盤が揺らぎ、存続が危うくなる

「屋台骨が傾く」は「組織や生活の基盤が揺らぎ、存続が危うくなる」という意味です。

問2 答え 4
彼は長年の努力の末、ついに念願のタイトルを
手中に収めた。

「手中に収める」の正しい使い方は「彼は長年の努力の末、ついに念願のタイトルを手中に
収めた。」です。 意味は「自分の支配下や管理下に置く」です。

問3 答え 1
大勢の人が急に静まり返る様子

「水を打ったよう」は「大勢の人が急に静まり返る様子」という意味です。

問4 答え 4
次の試合に向け、選手たちは鼻息が荒い。

「鼻息が荒い」の正しい使い方は「次の試合に向け、選手たちは鼻息が荒い。」です。 意
味は「意気込みが激しく、自信に満ちている様子」です。

問5 答え 2
肩

「肩を貸す」の「肩」の部分が入ります。 意味は「歩くのが困難な人の脇に寄り添い、支
えて歩くのを助ける」です。

問6 答え 4
映画の迫力ある映像に、すっかり釘付けになっ
た。

「釘付けになる」の正しい使い方は「映画の迫力ある映像に、すっかり釘付けになった。」
です。 意味は「ある一点から目が離せなくなる」です。

問7 答え 2
目

「見る目がある」の「目」の部分が入ります。 意味は「物事の良し悪しや価値を正しく判
断する能力がある」です。

問8 答え 3
どちらとも決めかねて困る状態である

「痛しかゆし」は「どちらとも決めかねて困る状態である」という意味です。

問9 答え 1
彼は非常に筆が立つので、素晴らしい随筆を書
いた。

「筆が立つ」の正しい使い方は「彼は非常に筆が立つので、素晴らしい随筆を書いた。」で
す。 意味は「文章を書く能力が優れている」です。

問10 答え 4
眉

「眉をひそめる」の「眉」の部分が入ります。 意味は「不快感や心配事のために顔をしか
める」です。

問11 答え 3
胸

「胸算用」の「胸」の部分が入ります。 意味は「心の中で収支や見通しを計算すること」
です。

問12 答え 4
釘

「釘付けになる」の「釘」の部分が入ります。 意味は「ある一点から目が離せなくなる」
です。

問13 答え 2
目

「目の色を変える」の「目」の部分が入ります。 意味は「ある物事に熱中したり、激しい
感情をあらわにしたりする」です。

問14 答え 2
経験や教訓などが深く心に刻まれる

「骨身に染みる」は「経験や教訓などが深く心に刻まれる」という意味です。

問15 答え 1
暗い夜道で背後に気配を感じ、身の毛がよだつ
思いがした。

「身の毛がよだつ」の正しい使い方は「暗い夜道で背後に気配を感じ、身の毛がよだつ思い
がした。」です。 意味は「恐ろしさや不気味さで、ぞっとする」です。

問16 答え 4
あることを強く思い、じれったく思ったり切な
く思ったりすること

「胸を焦がす」は「あることを強く思い、じれったく思ったり切なく思ったりすること」と
いう意味です。

問17 答え 2
対策が後手に回ったせいで、被害を最小限に抑
えられなかった。

「後手に回る」の正しい使い方は「対策が後手に回ったせいで、被害を最小限に抑えられな
かった。」です。 意味は「対応が遅れて、相手の動きに追従する形になる」です。


